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暮
ら
す
旅
を京
都

文・写
真
／松
岡
伸
吾

（暮
ら
す
旅
舎
）

京
の
奥
座
敷、
湯
の
花
温
泉

大釡で炊き上げる美味しいご飯と
こだわりの器遣いも楽しめる本格和食。

京都市内からの近さが魅力。豊富な湯量を生かして男女それぞれの露天風呂の
ほかに時間単位の貸切り露天風呂が森の奥にある。専用露天風呂付きの部屋も。

暮
ら
す
旅
舎
の
京
都
本
を
取
材
す
る
と
き
は
、

数
週
間
か
ら
月
単
位
で
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
。

ま
さ
に
暮
ら
す
旅
の
原
点
だ
が、
短
期
な
ら
ホ

テル
にす
る。

立地
と価
格
が選
択
基
準だ
が、

最近
は
朝
食
と
広さ
が
加
わ
っ
た。
実
は
病
気

を
して
酒
を
や
め
た
のが
原
因
だ。
飲
み
歩
い

て
ホ
テ
ル
に
戻
り
寝
る
だ
け
だ
っ
た
の
が、

ノ
ン
ア
ル
で
過
ご
せ
る
行
き
つ
け
の
バ
ー
に
顔
を

出
し、
早
め
に
宿
に
帰
る
よ
う
に
な
る
と
、
溝

在
の
質
が
重
要
と
感
じ
た
。
朝
食
の
美
味
し
さ

は
も
ち
ろ
ん
だ
が、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
が
あ
れ

ば
ス
マ
ホ
と
連
携
し
て
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

楽
し
め
る
の
で
重
宝
し
て
い
る
。

今
回
は
2
泊
の
う
ち
1
泊
は
温
泉
に
し
よ
う

と思
い
つ
い
た
。
調
べ
る
と
北
に
行
け
ば
丹
後

や
宮
津
に
あ
る
が
、
市
内
に
近
い
と
な
る
と
、

地
下
水
を
沸
か
し
た温
泉
（？
）を別

に
す
る
と
、

数は多
く
な
い。
今
回
は、
以
前
に紹
介
した

保
津
川
下
り
の
出
発
地、
竜
岡
市
の
湯
の
花
温

泉
に
決
め
た
。

今宮神社の夏越の祓神事に遭遇。茅の輪
くぐりで半年を感謝し後半の吉を願う。

ロビー全体を「百代（はくたい）」というギャラリー
にした柳幸典。現代作家の企画展も楽しめる。

あ
だ
し野
念
仏寺
の
冷気

でひ
んやり

。
嵯
峨
野
奥
の
海
外
客
の
多
さ
に
驚
い
た
。

京
都
駅
か
ら
快
速
で
20分
の
岡
は、
子
育

て
の
し
や
す
い
「と
か
い
な
か
」
だ
と
か。
湯

の花
温
泉
は
駅
か
ら
西
へ
7
キ
ロ
の
山
あ
い
に

あり
、
5
軒
ほ
ど
の温
泉
旅
館
が
あ
る。
明
智

光秀
の
山
城
址
が残
る
土
地
柄
か
ら、キ

ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「戦
国
武
将
が
刀
傷
を
癒
し
た

温泉
郷
」。

部び
た温
泉
宿
を想
像
し
てい
た
が、
送
迎

バ
ス
で到
着
し
たす
み
や
峰
番
は、
3
年

前
に
現
代
作
家
柳
幸
典
に
よ
り
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
ア
ー
ト
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
空
間
だ
っ
た
。

玄関
で
は
柳
の
作
品
「神
奈
川
沖
浪
裏
」
が
出

迎え、
利
休
の
待
庵
の
土壁
を
再現

した
コ
ー

ナ
ー
に
は
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
「花
」
を
下
敷
き
に

し
た
作
品
が
掛
か
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
促
さ
れ
て、

柳
の
戦
艦
長
門
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
鉄
の
立
体

作
品
が
あ
る
ロ
ビ
ー
を
通
り
抜
け
る
と
、
暖
炉

の
あ
る
図
書
室
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
の
あ
る
部
屋
に
は
掛
け

流
しの温

泉
風
呂
も付
く。
緑
の
中
の露
天
風

呂
の
後
は
、
お
く
ど
さ
ん
の
あ
る
食
事
室
で
鯉

の洗
い
や
猪
肉
の
す
き
焼
き
な
ど
和
風
フ
ル

コ
ー
ス
を
い
た
だ
い
た
。
2
年
前
に
柳
さ
ん
が

手
が
け
た
特
別
室
も
あ
る
よ
う
だ
が、
京
の奥

座
敷
で
過
ご
す
時
間
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
も
十

分
満
足
。
翌
日
は
嵯
峨
野
を
巡
っ
た
が
、
次
回

は
貴
船
か
鞍
馬
か
大
原
か
！
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